
全教職員配布   高教組ＨＰにもＵＰしています（「兵庫高教組」検索）    

 

 

 

 

 

 

 

  

各高校は、特色を出すことを求められ、特色化の競争を強いられてきました。

教職員の多忙化が超過勤務を常態化させています。 

近くに高校はあるものの遠いところまで通

わざるを得ない生徒が出きていることも事実です  

高校通学区

の拡大は地域経済と社会を疲弊させています。 

学区の拡大は、生徒の遠距離通学を強いて、保護者の経済的負担が増えたことも事実です 学

校間格差や序列をうみ、競争が激化しています

 

郊外の高校では、定員割れが起きています

高校の学区拡大は、高校のクラス数の減少と一体のもの

「一人ひとりにゆきとどいた教育」を 

 

、1学級の定員を40名から30名そして20名

に見直し、少人数学級の実現こそが高校にも今、求められています

昨年、新型コロナウィルス感

染防止という観点からの分散登校で一時的な２０人学級は「一人ひとりにゆきとどいた教育」が実現

したと感じた教員も多いと思います。 

 

地域の子どもは地域で育てる」ことが大切 

遠距離通学ではなく、「地域の子どもは地域で育てる」ことが大切 当面、遠距離通学に対

しては適切な経済支援を兵庫県、県教委は保護者に行うべき

 

 

 

お金のことを心配せず、安心して通える高

校にすることが緊急の課題です。 

学級を減らすのではなく、

少人数学級の実現、教師の数を増やすことで、教員の働き方改革や高校教育のあり方を考えていくべ

きです。 

 

 

 

支援学級では知的障害、自閉症・情緒障害のある子の在籍数、支援学校では知的支援

学校（知肢併置も含む）の在籍者の増加が顕著

教室不足（2019 年 5 月現在、137 教室が不足）で普通教室を二つに分割、特別教室を普

通教室に転用、校庭に教室の増築で校庭の狭隘化

 

コロナ禍で明らかになったように「密」を最大限解消するために、既設校も含め障害児の教育環境

の抜本的な改善が必要です。

 

わたくしたち教職員の投票行動で 兵庫の教育課題を改善させるために 是非投票へ行きましょう！ 

        
HP :「兵庫高教組」検索 → 【HSTU】TOP of 兵庫県高等学校教職員組合 ( お問い合わせフォームもあります ) 
 
URL：http://www.hyogo-kokyoso.com  E-mail：honbu@hyogo-kokyoso.com 
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